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を目指した

床版取り換え工事では、床版そのものの施工はもとより、道路両端に設置される壁高欄の施工についても工期
短縮が求められます。その工程短縮のひとつの方法として「プレキャスト壁高欄」の採用が考えられます。

構造概要

使用材料

● 直径12～17㎜
● 非腐食性材料
● 鉄筋の５倍程度の強度
引 張 強 度
弾 性 係 数
線 膨 張 係 数
リラクセーション

2400N/㎟
155kN/㎟
0.6×10-6/℃
1.3%

圧 縮 強 度
流動性（J14ロート）

50N/㎟以上
8±2秒

● 炭素繊維ケーブル挿入孔と鉛直接合部に使用
● 流動性に優れた、高強度の無収縮グラウト材

充填材料（樹脂系モルタル材）
● 水平接合部へ使用
● 骨材混入により高弾性化
● 厚塗り可能かつ高充填性

圧縮強度
引張強度
接着強度
弾性係数

70N/㎟以上
12.5N/ ㎟以上
6N/㎟以上

10kN/㎟以上

プレキャスト壁高欄

炭素繊維ケーブル

充填材料（無収縮モルタル）

● 鉄筋コンクリート製
● コンクリート設計基準強度　40N/㎟

炭素繊維ケーブルによりモーメントを分担

コンクリートせん断キーによりせん断力を分担

本プレキャスト（PCa）壁高欄は、設計荷重（衝突荷重
および風荷重）により発生する曲げモーメントを炭素
繊維ケーブル（CFCC®）が引張材として負担し、せん断
力を鉛直、水平方向のコンクリートせん断キーが負担
する構造です。

構造概要1

炭素繊維ケーブル：CFCC®

鉛直せん断キー

PCa 壁高欄

水平せん断キー

構造概要2

CFCCプレキャスト壁高欄 CFCC壁高欄
工法名
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構造性能の確認

施工フロー

● 設計衝突荷重や風荷重の繰り返し載荷
　 →ひび割れや剛性低下などの変状は生じませんでした。

● ひび割れ発生荷重や最大荷重　
　 →十分な安全性を有することを確認しました。

風荷重衝突荷重

静的載荷試験

衝突試験

外風
内風

衝突

商品についてのお問い合わせ

〒105-7365　東京都港区東新橋一丁目9番1号
TEL : 03-6385-8050   FAX : 03-6316-2327
E-mail：web_gijyutsu@psc.co.jp技術本部　技術部

PCaPC床版
の製造

1

地覆部の
先行施工

2

PCaPC床版
の運搬架設

3

間詰め床版・地覆
の施工

4

樹脂モルタル
の塗布

5

PCa壁高欄
の設置

6

各充填材
の施工

7

CFCCプレキャスト壁高欄

※NEXCO試験法 441-2019 
　プレキャスト壁高欄の接合構造の性能試験方法 準拠

PCa壁高欄
試験体

試験体受け台

衝突台車

滑走距離
反力路盤

衝突台車

PCa壁高欄

● 自動車荷重に相当する衝撃度を衝突台車で載荷
　 →「設計荷重相当」および「場所打ち壁高欄における耐力
　　 相当」の衝撃を与え、NEXCO構造物施工管理要領に
　　 定められるPCa壁高欄接合部の要求性能を全て満足
　　 することを確認しました。

PCaPC床版

地覆部（先行施工）

CFCC

水平せん断キー

地覆鉄筋

CFCC

間詰め床版

間詰め地覆

樹脂モルタル
塗布

無収縮モルタル充填
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